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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公開番号】特開2008-222908(P2008-222908A)
【公開日】平成20年9月25日(2008.9.25)
【年通号数】公開・登録公報2008-038
【出願番号】特願2007-64979(P2007-64979)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月8日(2010.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェノキシ構造を主骨格中に有するエポキシ樹脂であって、該フェノキシ構造として下
記構造式（１）

【化３】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は水素原子または炭素数１～２のアルキル基、Ｒ５は水
素原子又はメチル基、Ｘは炭素数４～１２のアルキル基を表す。）
で表される部分構造で結節した分子構造を有するエポキシ樹脂（Ａ）、及び脂肪族系溶剤
（Ｃ）を必須成分とすることを特徴とするエポキシ樹脂組成物。
【請求項２】
前記エポキシ樹脂（Ａ）が、下記構造式（２）

【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は水素原子または炭素数１～２のアルキル基、Ｒ５は水
素原子又はメチル基、Ｘは炭素数４～１２のアルキル基、Ｒはそれぞれ独立に水素原子ま
たはメチル基を表し、ｎは繰り返し単位の平均値で０～２０である。）
で表される構造を有するものである請求項１記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項３】
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　前記エポキシ樹脂（Ａ）のエポキシ当量が２００～３１００ｇ／ｅｑ．の範囲である請
求項１又は２記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項４】
　前記エポキシ樹脂（Ａ）及び脂肪族系溶剤（Ｃ）に加え、更に硬化剤（Ｂ）を含む請求
項１～３の何れか１つに記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項５】
　下記構造式（ｅ１）
【化１】

（式中、ｎは繰り返し単位の平均値で０～２０である。）
で表される構造を有するエポキシ樹脂（Ａ）、及び硬化剤（Ｂ）を必須成分とすることを
特徴とするエポキシ樹脂組成物。
【請求項６】
　前記ｎが０．１～２．３である請求項５記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項７】
　前記エポキシ樹脂（Ａ）のエポキシ当量が２００～３１００ｇ／ｅｑ．の範囲である請
求項５又は６記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項８】
　前記エポキシ樹脂（Ａ）及び硬化剤（Ｂ）に加え、更に脂肪族系溶剤（Ｃ）を含む請求
項５～７の何れか１つに記載のエポキシ樹脂組成物。
【請求項９】
　前記請求項１～８の何れか１つに記載のエポキシ樹脂組成物を硬化させてなる硬化物。
【請求項１０】
　前記請求項１～８の何れか１つに記載のエポキシ樹脂組成物からなる塗料用組成物。
【請求項１１】
　下記構造式（ｅ１）
【化１】

（式中、ｎは繰り返し単位の平均値で０～２０である。）
で表される構造を有することを特徴とする新規エポキシ樹脂。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
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【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は水素原子または炭素数１～２のアルキル基、Ｒ５は水
素原子又はメチル基、Ｘは炭素数４～１２のアルキル基を表す。）
で表される部分構造で結節した分子構造を有するエポキシ樹脂（Ａ）、及び脂肪族系溶剤
（Ｃ）を必須成分とすることを特徴とするエポキシ樹脂組成物に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は、更に、下記構造式（ｅ１）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
【化２】

（式中、ｎは繰り返し単位の平均値で０～２０である。）
で表される構造を有するエポキシ樹脂（Ａ）、及び硬化剤（Ｂ）を必須成分とすることを
特徴とするエポキシ樹脂組成物に関する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明は、更に、下記構造式（ｅ１）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
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【化１】

（式中、ｎは繰り返し単位の平均値で０～２０である。）
で表される構造を有することを特徴とする新規エポキシ樹脂に関する
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